
１．はじめに

設楽ダム転流工工事の上流側吞口部は図―１に
示すように寒狭川の河川水の転流トンネル内への
流入防止のため、鋼製壁面のダブルウオールによ
る一次締切兼町道迂回路を構築し、その後一次締
切内の水路部分の掘削を行い、ここに転流トンネ
ルが貫通する構造であった。なお一次締切を横断
する江ヶ沢については、事前に町道沿いに上流側
に切回す計画となっていた。

 

図―１ 転流工吞口部平面図（当初設計）
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２．現場における問題点

当初設計では、沢水処理対象流量（１．８m３／s）

は一次締切兼迂回路（以下、迂回路）の施工期間
中（H２９．１０月～H３０．１月：渇水期中）の実績値
から設定されていた。また、迂回路完成後は、設
計対象流量を越えるものは迂回路下部に設置する
排水設備（フラップゲート）を使用して、河川へ
排水する計画とされていた。しかしながら、迂回
路構築後に転流トンネルが貫通し、出水期にトン
ネル覆工・インバート工や吞口水路法面・構造物
工を施工することとなり、図―２に示すような洪
水時に迂回水路で処理しきれない沢水により、施
工箇所が冠水し被害が生じることが懸念された。
また迂回路構築中においても施工面への沢水の流
入の可能性があり、排水設備（フラップゲート）
を設置したとしても、排水設備よりもトンネル吞
口標高が低いため、施工箇所の冠水を回避するこ
とが困難であった。以上の理由より、沢水処理対
象流量を出水期を含めた通年で検討し、水路計画
の変更を検討する必要があった。

図―２ 豪雨時江ヶ沢状況

３．工夫・改善点

呑口部の江ヶ沢の流域は、図―３に示すように、
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A＝０．９２km２であり、沢水処理対象流量は、通年
（１月～１２月）の至近５ヵ年の時間最大流量とし
て検討した。表―１に設楽ダム下流３km地点の
清崎観測所の、至近５ヵ年の１月～１２月の時間最
大流量を示す。

表―１ 時間最大流量（m３／s）

５３３．９１m３／s（通年清崎地点過去５年最大値）×
江ヶ沢流域面積（０．９２km２）／清崎地点流域面積
（６７．０km２）＝７．３m３／s
以上より、対象流量を７．３m３／s と設定し、水路

は１／６０の勾配をつけ、締切兼迂回路の上流側へ導
水する。仮排水路は当初設計と同様に、既製品と
U字フリュームを使用するが、水路断面が大きく
なること、水路の崩壊は施工箇所に甚大な被害を
もたらすこと、および町道山側の古い既設ブロッ
ク積擁壁の保護の必要性があることから図―４に
示すように単管構造からコンクリート基礎に設置
する計画に変更した。仮排水路の流下能力計算は
マニング公式を使用し、表―２に示すように必要
な断面形状として流下可能な断面は２．２m（B）×
１．２m（H）を算出し、水路に余裕高を確保するた

め、水路断面をB２．４m×H１．４m（C型）とした。な
お現道を横断し、河道へ導水する埋設区間につい
てはプレキャストボックスカルバートを選択した。
仮排水路の流末は図―７に示すように鋼製壁面
材の一部を開放して暗渠管（プレキャストボック
スカルバート）が突出する構造となっており、図
―５の左図に示すように当初設計では接続桝で直
角に水路方向を変え鋼製壁面材に対して斜交して
突出する形状となっていた。しかしながら、仮排
水路流末付近の鋼製壁面は補強土壁構造となって
おり壁面に直交してストリップで壁面を拘束する
必要があり、暗渠管が壁面に斜交した場合には補
強土壁のストリップの配置が困難になることが判
明した。このため図―５の右図に示すように接続
桝の位置を移動し、暗渠管と鋼製壁面材が直交す
る形状に変更し、補強土壁のストリップの配置を
計画した。

図―５ 道路横断部構造変更

４．適用結果

本報告は施工計画の変更であり施工は現在進行
中であるが、仮水路の大型化に伴う基礎構造の変
更や水路端末の補強土壁との取り合いなどは図―
６や図―７に示すように順調に推移している。

図―４ 迂回水路構造変更

表―２ 仮排水路断面算出結果

図―３ 江ヶ沢流域
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今回の変更施工計画の立案にあたっては設計の
照査を行い不具合が生じた場合には、実施工を勘
案し確実に施工できる詳細な施工計画を立案する
ことが重要であると感じた。

図―６ 迂回水路部施工状況

図―７ 道路横断部端末完了
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